
 

「 O157 堺市学童集団下痢症 

追 悼 と 誓 い の つ ど い 」 
   

目  的  ：  平成 8 年 7 月、学校給食を起因とした腸管出血性大腸菌 O157 に

よる堺市学童集団下痢症が発生し、児童 7,892 人を含む 9,523 人の

方々が罹患し、3 人の児童の尊い命を失った。 

また当時、溶血性尿毒症症候群を発症した児童が 19 年を経過し

た平成 27 年 10 月、その後遺症を原因として亡くなった。 

亡くなられた 3 人の児童、後遺症により亡くなられた方を悼み市

民の皆様や学校関係者、行政職員、その他関係者がご冥福をお祈り

するとともに、二度とあのような悲惨な出来事を繰り返さない、決

して風化させないことを誓う。 

 

主  催  ：   堺 市 

          堺市教育委員会 

 

共  催  ：   堺市健康づくり推進市民会議 

 

開催日時  ：   令和 7 年 7 月 12 日（土） 

       午後 2 時 30 分～ （受付 午後 2 時～） 

 

場  所  ：   本庁正面玄関前 「永遠に」の碑 

 

参 加 者  ：   市 長 ・ 堺市議会議員 

 堺市健康づくり推進市民会議構成団体委員・各種団体代表 

 教育長 ・ 堺市職員等 ・ その他関係者 

 市 民 

 

内  容  ： ○ 開  式 

 ○ 開式のことば 

 ＊教育長 

 ○ 黙とう 

 ○ 追悼と誓いのことば 

 ＊市 長 

 ○ 追悼のことば 

＊市議会代表 

＊堺市健康づくり推進市民会議代表 

 ○ 代表献花  

  市 長 ・ 市議会代表 

         堺市健康づくり推進市民会議代表 ・ 各種団体代表 

         校園長代表 ・ 教育長 

 ○ 各種団体・議員等献花 

○ 黙  礼 

○ 一般献花 

 開催要項 



 

 

Ｏ１５７学童集団下痢症概要 

〇 平成 8 年 7 月 12 日（金）の夜間、小学校の児童が多数下痢・血便の症状で

受診したとの通報が、13 日市立堺病院から環境保健局（当時）にあった。 

〇 13 日時点で市内 33 小学校 255 人の学童が下痢などの症状を訴えて医療機関 

を受診した。 

〇 7 月 14 日には患者の検便結果からＯ１５７が検出され、患者数（概数）が

2,691 人、うち入院 140 人、受診医療機関 79 機関を確認した。 

〇 学校給食によるО１５７の罹患が確実であると判断された患者数は 9,523

人。 その内訳は、学童が 7,892 人（うち死亡 4 人「当時 3 人、後遺症 1 人」）、

教職員が 74 人、家族や一般市民などの二次感染者を 1,557 人となる。 

  亡くなられた方 

久世小   ５年生  平成 8 年 7 月 23 日 永眠 

三原台小  ６年生  平成 8 年 8 月 16 日 永眠 

新檜尾台小 １年生  平成 9 年 2 月 1 日 永眠 

  後遺症により亡くなられた方 

      り患当時  １年生  平成 27 年 10 月 11 日 永眠 

〇 平成 24 年 6 月 18 日、毎年 「７月１２日」を「Ｏ１５７堺市学童集団 

下痢症を忘れない日」と制定 

＊事件発生から 15 年が経過し、世代の交代が進み、事件を知らない市職

員、教職員、市民が増えてきた。児童生徒も事件後生まれの世代の子ど

もたちとなってきている。また、事件を忘れることなく、次世代へ引き

継いでいくべきとの意見もあることから教育委員会において制定した。 

 〇 平成 26 年 4 月 6 日 Ｏ１５７堺市学童集団下痢症の碑「永遠に」竣工 

＊事件の発生から 17 年が経過しているなか、亡くなられた 3 人の児童を

追悼するとともに、事件を記録し、亡くなられた児童と多くの被害者の

方々を決して忘れず、事件を反省し風化させないこと、また、市として

二度とこのような事故を繰り返さないことを誓うため設置する。 

 

事件を風化させない取組について 

・Ｏ１５７学童集団下痢症の発生から 29 年が経過し、事件発生当時のことを 

知らない教職員が多くなってきている。 

・子どもたちの命と健康を守るために、緊張感を低下させることなく、もう一度 

原点に立ち返って、危機管理・安全管理について不断の点検に取り組んで 

いただきたい。 

・教職員・子どもたちにも事件の概要を伝え、事件を風化させることのないよう、 

また、亡くなられた方のご冥福を祈る取組を行っていただきたい。 

資料  



「O157 堺市学童集団下痢症を忘れない日」について

１．制定の背景

事件発生から 15 年が経過し、世代の交代が進み、事件を直接知らない市職

員や教職員、市民が増えてきている。児童生徒も事件後生まれの世代の子ども

達となってきていた。

また、議会からも、事件を忘れることなく、次世代に引き継いでいくべきで

あるとの指摘があった。

２．制定の趣旨

平成 8 年 7 月、学校給食に起因する腸管出血性大腸菌 O157 による学童集

団下痢症が発生し、児童 7,892 人を含む 9,523 人の方々が罹患し 3 人の児童

の尊い命を失った。

市として、二度とこのようなことを繰り返さないために、これからも亡く

なられた 3 人の児童と今なお苦しんでおられる被害者の方々を決して忘れず、

事件を風化させないことを目的として「O157 堺市学童集団下痢症を忘れな

い日」を制定した。

３．制定日

平成 8 年 7 月 12 日に多数の学童が下痢、血便を主症状とする食中毒症状

を発症したことから 7 月 12 日を「O157 堺市学童集団下痢症を忘れない日」

とした。

平成 24 年 6 月 18 日開催の教育委員会定例会で制定
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